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問題と目的

いじめ加害者の行動には，周囲の生徒，すなわち傍観

者が果たす役割が大きいことが明らかになっている（森

田，1985）。量的調査を用いて，傍観行動に影響を与え

る要因を検討する研究は蓄積されてきており，自分の置

かれている状況や加害者・被害者との関係などが要因と

なりうると言われている（蔵永ら，2008；大坪，1999）。

しかし，質的調査を用いて，傍観行動が生起するプロセ

スとその要因を詳細に検討した研究は少ない。したがっ

て，本研究では傍観者の体験プロセスに着目し，傍観行

動の維持構造について明らかにすることを目的とする。

方法

中学生時に加害行為を見たことのある大学生・大学院

生8名（平均年齢21.8歳，標準偏差1.4歳）に対し，半

構造化面接によるインタビュー調査を行った。調査時期

は2014年7月～9月で，調査時間は60分程度，調査内

容は加害行為の開始から終結までに生起した事象とそれ

に伴う感情であった。分析はグラウンデッド・セオリー・

アプローチ（Strauss ＆ Corbin，1998）を援用した。

結果 ①体験プロセス

（以下，得られたカテゴリーグループを【 】，カテゴ

リーを《 》，サブカテゴリーを＜ ＞で示す）

傍観者の体験プロセスは，加害行為の前段階，加害行

為の最中の段階，加害行為の後段階の3段階に分けられ

た。まず，前段階では，【遊び・喧嘩の延長】【誰でも良

かった】という理由によって加害行為が生じ，それを目

撃することで傍観行動が生じていた。また，傍観者間で

被害者が【加害の対象であるという認識が定着する】こ

とで，加害行為とほぼ同時期に傍観行動が生起すること

もあった。次に，最中の段階では，《加害行為が行われる》

《被害者の言動により悪化する》など，自分の意図とは

外れたところでの加害者・被害者の動きを示す【自分の

“外”で生じたこと】が起きる。これに対し，《傍観行動

をする》《傍観行動が促進される》など，自分の意図によ

る動きを示す【自分の“中”で生じたこと】が起きる。

その後，【本質的には解決しないまま】の状態が続き，【物

理的要因】によって完全な終結を迎えることとなる。ま

た，加害行為や傍観行動が続いている最中に限り，加害

者・被害者・傍観者間で【人間関係の一時的な変化】も

生じていた。最後に，後段階では，【加害行為から影響を

受ける】一方で，「止めたいけど止められない」というよ

うな【複雑な気持ち】が生じており，【当時の経験が抑止

につながらない】状態があることがわかった。

結果 ②傍観行動の維持構造

傍観行動の維持構造を検討した結果，加害行為を促進

するような【校内の雰囲気】が生じていたことがわかっ

た。また，スクールカーストが顕著に見られ，＜ステー

タスが重視される＞一方で，カースト上位も含め＜誰で

も被害者になりうる＞という【人間関係の特徴】も見ら

れた。このような状況要因のもとでは，《いじめへの認識

が不十分》や《自分の利益を優先する》という【傍観者

の心理】が生まれていた。また，傍観者が《自分の利益

を優先する》ことで，自分に都合の良いように加害者・

被害者との【関係性の維持】を行っていた。

考察

傍観者の体験プロセスと傍観行動の維持構造には，以

下のような関連があると考えられる。加害行為の最中の

段階で，＜被害者が助けを求めない＞＜被害者に共感で

きない＞などの要因によって《傍観行動が促進される》

ことで，傍観者は自身の行動を正当化していた。そのよ

うな正当化によって，《いじめへの認識が不十分》という

【傍観者の心理】が強化されていた。このように，《傍観

行動が促進される》ことと【傍観者の心理】が相互に影

響し合い，悪循環が生じていたと考えられる。
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